
　

原
発
事
故
の
前
、
多
く
の
市
民

は
、
便
利
に
使
っ
て
い
る
電
気
が

ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
発
電
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ほ
と
ん
ど
無
関
心
で

し
た
。
原
発
が
決
し
て
安
全
で
は

な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
が
、
火

力
発
電
の
増
加
な
ど
の
理
由
で
、

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
電
気
料

金
が
上
が
る
こ
と
も
不
本
意
で
す
。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
発
電
の
仕
組
み
や
省
エ
ネ

を
実
践
し
て
い
く
と
き
で
す
。
創

電
と
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
か
ら
、

小
さ
く
て
も
確
か
な
地
域
経
済
の

循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

  

学
校
や
施
設
に

  

太
陽
光
パ
ネ
ル
を

　

大
和
市
は
住
宅
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
補
助
金
を
出

し
て
い
ま
す
。
3
月
ま
で
に
3
4
1

件
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

時
に
指
定
避
難
所
に
な
る
小
中
学

校
に
、
国
の
補
助
金
で
太
陽
光
発

電
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

他
の
公
共
施
設
に
も
太
陽
光
発

電
を
計
画
的
に
導
入
す
べ
き

で
す
。
来
年
度
か
ら
着
工
す

る
「
大
和
駅
東
側
第
４
地
区
公
益
施 

設
」
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
長
く
使

用
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

可
能
な
限
り
最
大
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
県
が
行
っ
て
い
る
「
屋

根
貸
し
」
も
１
つ
の
方
法
で
す
。

  

浄
化
セ
ン
タ
ー
を

  

活
用
し
た
発
電

　

横
浜
市
は
、
川
井
浄
水
場
で
小

水
力
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
現
在
建
設
中
の
施
設
で
は
、
広

い
沈
澱
池
の
上
に
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

　

大
和
市
で
も
、
北
部
と
中
部
の

両
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
、

沈
殿
池
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

す
れ
ば
、
広
い
場
所
が
確
保
で
き

ま
す
。
ま
た
、
放
流
す
る
排
水
を

利
用
し
て
、
小
水
力
発
電
も
工
夫

次
第
で
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

省
エ
ネ
は

  

見
え
な
い
発
電
所

　

電
気
製
品
の
な
か
で
も
冷
蔵
庫

は
、
24
時
間
３
６
５
日
動
い
て
い

ま
す
。
知
人
が
10
年
以
上
前
の
冷

蔵
庫
を
買
い
替
え
た
と
こ
ろ
、
前

年
同
月
と
く
ら
べ
て
電
気
代
に
し

て
２
〜
３
千
円
減
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。「
足
元
か
ら
地
球
温
暖
化
を

考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト
え
ど
が
わ
」

に
よ
れ
ば
、
技
術
革
新
に
よ
り
、

冷
蔵
庫
の
消
費
電
力
は
約
１
／
２

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

家
庭
の
電
気
製
品
を
省
エ
ネ
型

に
買
い
替
え
る
、
あ
る
い
は
電
気

を
使
わ
な
い
も
の
に
切
り
替
え
る

と
、
そ
の
分
だ
け
電
力
が
削
減
で

き
、
発
電
す
る
の
と
同
じ
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
大
和
市

内
の
多
く
の
世
帯
が
実
行
す
れ
ば
、

街
の
中
に
発
電
所
が
で
き
た
と
同

じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

省
エ
ネ
や
節
電
は
「
必
要
な
も

の
を
削
る
」
で
は
な
く
、「
無
駄
を

省
こ
う
」
と
い
う
発
想
で
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

市議　中村優子 市議　河崎民子
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神奈川ネットワーク運動
大和市民会議

大和市議　中村優子

や
まと

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
と

大
和
市
議
会
の
対
応

　
　
　

 　
　

　
　
　
　
　
　
　

河
崎
民
子

　

米
軍
の
垂
直
離
着
陸
輸
送
機

オ
ス
プ
レ
イ
は
、
沖
縄
県
と
県

民
の
抗
議
の
声
を
無
視
す
る
形

で
、
10
月
は
じ
め
に
普
天
間
飛

行
場
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
開
発
段
階

か
ら
人
命
に
係
る
事
故
を
何
度

も
起
こ
し
て
き
た
機
種
で
す
。

ま
た
、
普
天
間
基
地
は
、
厚
木

基
地
と
同
じ
く
人
口
密
集
地
に

あ
り
ま
す
。
墜
落
へ
の
不
安
と

配
備
へ
の
怒
り
は
、
想
像
に
か

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
和
市
議
会
に
対
し
て
、
配

備
反
対
の
決
議
を
す
る
よ
う
陳

情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
座

間
市
議
会
は
、
す
で
に
６
月
の

議
会
で
、
全
会
派
が
賛
成
し
て

配
備
反
対
の
決
議
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

　

厚
木
基
地
へ
の
配
備
や
飛
来

の
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
到
底
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
厚
木
基
地
に
飛
来
す

る
か
否
か
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
沖
縄
や
普
天
間
の

怒
り
を
基
地
の
ま
ち
が
共
有
し

一
致
団
結
し
な
け
れ
ば
、
大
和

市
が
市
是
と
す
る
厚
木
基
地
の

返
還
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
決
議
す
べ

き
と
討
論
し
ま
し
た
が
、
陳
情

書
は
僅
差
で
否
決
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
の
大
和
市
議
会
は
、

こ
の
よ
う
な
現
状
に
あ
り
ま
す
。

非
常
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

「藤野電力」の活動
　「藤野電力」は、相模原市旧藤野町地区
で、東日本大震災直後にできた市民の地
域活動です。自分たちが使うエネルギー
は電力会社に頼るのではなく、自給自足
できるようになりたいと考えたそうです。
エネルギー地産地消の実践です。
　まず、省エネを前提に、太陽光発電や
小水力発電により、自律的に運用できる
エネルギーを作り出したいと活動中です。
主な活動として①小規模のソーラーシス
テム組み立てワークショップ②藤野地域
でのソーラーシステムの施工などを実施
しています。
　現在、拠点としている元小学校の全電
源をソーラーシステムで賄いたいと準備
中です。藤野地域でソーラーシステムを
導入した施主さんは、「好きなテレビは自
分のところで作った電気で見たい」と設
置を決心したとのことでした。

　原発に依存しない社会をつくるためには、再生可能エネル
ギーを急速に拡大し、省エネや節電を更にすすめなくてはな
りません。必要な電気は、できる限り地域内で発電して地域
内で消費する「地産地消」の考え方も必要です。

川井浄水場の
　パンフレット

﹁
藤
野
電
力
﹂
の
拠
点
︵
元
小
学
校
︶


